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第192号（警畿憂櫨昆）昭和49年8月1・日（毎月1・日発行）

　人口の動き

　8月1日現在
男　　a181（＋4）

女a252（＋4）
計10．433（＋8）

世帯数　2。353（＋1）

（）内は前月との比較
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垂
懸

璽

撫
，

蠕

　
　
　
白
倉
小
学
校
に
す
て
き
な
プ
ー
ル
が

　
　
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
幅
八
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二
十
五
メ
ー

　
　
ト
ル
の
こ
の
プ
ー
ル
は
、
給
水
工
事
や

　
　
浄
化
槽
な
ど
を
含
む
と
一
千
五
百
万
円

　
　
の
総
工
費
と
い
う
、
仙
田
地
区
で
は
は

　
繊
”
め
て
の
大
規
模
な
も
の
で
す
。

　
　
，
先
月
十
五
日
に
は
、
し
ゆ
ん
工
式
と

　
　
　
　
難

懲
懸
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　　　灘

　　簾
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，
爵
’

辮

　　
鐵繍

　灘
醸

嫡
　
蝋灘

鍼

購
搬繊

蕪

あ
わ
せ
て
今
後
の
安
全
祈
願
を
行
い
ま

し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
遊
泳

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
つ
ゆ
あ
け
の
去
る
日
、
現
地
を
訪
づ

れ
て
み
た
ら
、
部
落
の
人
た
ち
や
、
子

供
た
ち
が
大
喜
ぴ
で
、
青
い
水
の
中
に

全
身
つ
か
っ
て
、
う
れ
し
い
夏
休
み
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
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．
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8月の休日救急医
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（
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8月11日富田医院TEL2－5：
8月18日庭野医院TEL2－21
8月25日大島医院TEL2－21
　午前9時から午後5時までの時間を厳守してください

白倉小のプ

一一8月の体育行事一
＋
六
・
＋
七
日

※
第
四
回
川
西
町
少
年
野
球
大
会

※
川
西
中
及
ぴ
千
手
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
参
加
校
は
、
白
倉
、
上
野
、
千
手

　
　
橘
、
仙
田
の
各
チ
ー
ム
、
過
去
二

　
年
上
野
チ
ー
ム
が
優
勝
し
て
お
り

　
　
こ
と
し
の
優
勝
旗
の
ゆ
く
え
が
注

　
　
目
さ
れ
ま
す
。

＋
八
日

※
川
西
町
陸
上
記
録
会

※
川
西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
川
西
全
域
の
町
民
を
対
象

二
十
四
・
二
十
五
日

※
県
青
年
大
会

※
柏
崎
市

※
剣
道
及
ぴ
バ
レ
ー
が
参
加
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建．工
設事

た
だ
今
最
盛
期

ー
T
Jl
m
mの
仕
事

そ
の
後
の
う
ご
き
H

　
四
十
九
年
度
も
す
で
に
五
か
且
目
に

入
り
ま
し
た
。

　
微
に
入
り
、
細
に
わ
た
っ
て
組
ま
れ

た
当
初
予
算
も
、
諸
経
費
上
昇
の
中
で

｝
部
補
正
を
加
え
な
が
ら
、
ほ
ぼ
順
調

な
執
行
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
そ
の
後
の
町
の
事
業
、
と

り
わ
け
み
な
さ
ん
と
密
接
な
関
連
の
あ

る
建
設
工
事
で
、
現
在
工
事
中
の
も
の

を
ひ
ろ
い
だ
し
て
み
ま
し
た
。

囹
町
道
改
良
工
事

　
・
延
命
寺
線
願
山
野
田
地
内
、
延
長

一
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
・
三
メ
；

ト
ル
、
㈱
丸
山
工
務
所
、
七
月
三
日
着

手

　
・
伊
勢
平
治
小
根
岸
線
”
友
重
地
内

延
長
二
一
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
五
メ
ー

ト
ル
、
羽
鳥
建
設
、
七
月
二
十
三
日
着

手　
・
庚
塚
線
皿
沖
立
地
内
、
延
長
二
六

六
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
、
㈱

吉
楽
土
建
、
七
月
二
十
七
日
着
手

囹
町
道
舗
装
事
業

　
・
中
屋
敷
藤
沢
線
”
藤
沢
地
内
、
延

長
四
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
メ
ー
ト

ル
、
㈱
…
福
田
道
路
十
日
町
＠
七
月
十

八
日
着
手

囹
災
害
復
旧
事
業

　
・
農
地
保
全
”
室
島
地
内
、
一
か
所

㈱丸山

工
務
所
、
七
月
二
士
百
着
手

　
　
　
　
　
　
・
道
路
復
旧
工
事
”
高

一町道改良風景’一
倉
地
内
、
一
か
所
、
㈱
吉

楽
土
建
、
七
月
十
九
日
着

手　
・
頭
首
工
（
セ
キ
）
復

旧
工
事
肺
中
仙
田
地
内
、

一
か
所
、
㈱
丸
山
工
務
所

七
月
二
十
二
日
着
手

　
・
水
路
復
旧
工
事
”
赤

谷
地
内
、
一
か
所
、
㈱
丸

山
工
務
所
、
七
月
二
十
二

日
着
手

　
・
道
路
復
旧
工
事
”
仁

田
地
内
、
一
か
所
、
羽
鳥

建
設
、
七
月
二
十
二
日
着

手囹
水
道
事
業

　
・
上
野
地
区
（
三
領
・

小
根
岸
除
く
）
深
井
戸
ボ
ー
リ
ン
グ
及

ぴ
ポ
ン
プ
工
事
”
川
西
ボ
ー
リ
ン
グ
工

業
、
六
月
二
十
二
日
着
手
、
同
水
源
地

工
事
（
沈
で
ん
池
浄
化
施
設
）
”
北
栄

建
設
㈱
…
、
七
月
二
十
七
日
着
手

囹
県
営
基
盤
整
備
事
業

　
・
川
西
ダ
ム
定
礎
式
を
七
日
に
終
了

い
よ
い
よ
築
提
を
開
始

　
・
ほ
場
整
備
”
伊
勢
平
治
、
上
野
、

霜
条
、
新
町
新
田
地
区
合
計
＝
一
ニ
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
及
ぴ
仁
田
、
野
口
、
根
深

下
原
地
区
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て

も
入
札
が
終
わ
り
ま
し
た
。

道
路
は
広
く
美
し

く
、
安
全
に
使
い

ま
し
よ
う

　
今
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

は
、
道
路
を
ま
も
る
月
間
で
す
。

　
公
共
の
施
設
と
し
て
、
道
路
は

わ
た
し
た
ち
の
最
も
身
近
か
な
、

生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
正
し
い
利
用
と
愛
護
の

思
想
を
も
っ
て
い
た
だ
く
意
味
で

こ
の
月
間
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

　
道
路
を
広
く
美
し
く
、
安
全
に

使
用
し
管
理
す
る
気
運
を
高
め
、

生
清
環
境
の
一
部
と
し
て
密
着
し

た
も
の
に
す
る
た
め
、
次
の
事
項

に
ご
協
力
を
！

＊
交
通
安
全
施
設
等
の
点
検

＊
危
険
か
所
の
点
検
と
通
報

＊
占
用
物
件
の
正
し
い
使
用
、
不

　
正
な
道
路
使
用
を
や
め
る
。

＊
正
し
い
道
路
横
断

＊
道
路
に
土
砂
、
ご
み
を
捨
て
な

　
い
。

＊
道
路
の
美
化
清
掃

飲酒運転絶対許しません〃

お盆にかけて公開取締り

取
締
り
の
強
化
に

か
か
わ
ら
ず
、
交
通

三
悪
の
ト
ッ
プ
に
あ

げ
ら
れ
て
い
る
酒
酔

い
運
転
は
あ
と
を
た

た
ず
、
先
月
二
十
一

日
夜
に
も
十
日
町
市

で
酒
酔
“
普
通
乗
用

車
が
、
対
面
歩
行
者

六
名
を
な
き
倒
す
重

大
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

当
署
が
一
月
か
ら

七
月
ま
で
、
酒
酔
い

酒
気
お
ぴ
運
転
で
検

挙
警
告
し
た
も
の
だ

け
で
百
七
十
一
件
に

な
り
、
さ
ら
に
取
締

り
の
目
を
の
が
れ
た

分
ま
で
入
れ
ま
す
と

想
像
以
上
に
多
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

　
今
ま
で
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て

飲
酒
運
転
の
追
放
を
呼
ぴ
か
け
て
来
ま

し
た
が
、
い
っ
こ
う
に
減
少
し
ま
せ
ん

　
こ
の
た
め
来
る
十
一
日
か
ら
二
十
日

ま
で
、
県
下
一
せ
い
に
公
開
に
よ
る
酒

酔
運
転
取
締
り
を
行
い
、
飲
酒
運
転
の

根
絶
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
故
の
有
無
に
関
係
な
く
、
飲
酒
運

転
違
反
者
の
住
所
、
職
業
、
氏
名
、
年

齢
な
ど
を
報
道
機
関
に
発
表
し
、
社
会

的
制
裁
に
よ
っ
て
違
反
者
の
反
省
を
う

な
が
す
と
と
も
に
、
家
族
や
同
僚
な
ど

周
囲
か
ら
の
い
ま
し
め
や
自
制
か
ら
、

違
反
運
転
を
根
だ
や
し
に
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
十
日
町
警
察
署
で
は
、
こ
れ

を
機
会
に
、
そ
の
期
間
中
の
前
後
当
分

の
間
、
署
独
自
の
飲
酒
運
転
取
締
り
強

化
旬
間
と
し
て
取
締
り
に
あ
た
り
ま
す

お
盆
を
中
心
と
し
た
飲
酒
運
転
の
多
発

期
を
と
ら
え
、
連
日
取
締
り
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
ご

協
力
ね
が
い
ま
す
。

　
　
　
＋
日
町
警
　
察
　
署

　
　
　
川
西
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

噌
．
．
．
6
－
．
．
．
．
．
．
．
8
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
。
．
．
．
．
．
．
噂
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

㎜
　
職
業
訓
練
生
を
　
　
　
㎜

…
　
募
集
　
　
　
　
　
脚

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
　
五
十
年
度
県
立
魚
沼
専
修
職
業
㎜

…
訓
練
校
の
訓
練
生
を
次
に
よ
り
募
㎜

じ
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｝
訓
練
科
及
ぴ
定
員

電
気
工
事
科

建
築
科

左
官
科

木
工
科

社
明
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
ζ
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
先
月
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推

進
月
間
の
行
事
と
し
て
、
　
「
愛
の
協
力

運
動
」
封
筒
募
金
を
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
当
初

の
目
的
を
達
成
し
、
七
月
末
現
在
で
、

二
十
二
万
三
千
六
百
七
十
八
円
を
納
金

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
貴
重
な
浄
財
は
、
県
保

護
司
連
盟
を
通
じ
、
県
下
の
犯
罪
予
防

活
動
、
保
護
観
察
活
動
を
は
じ
め
、
保

護
司
厚
生
保
護
婦
人
会
の
地
域
活
動
費

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
こ
に
報
告
申
し
あ
げ
お
礼
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
川
西
分
区
保
護
司
会
）

福
祉
年
金
証
書
を

交
付
し
ま
す

　
福
祉
年
金
証
書
を
次
の
日
程
で
お
渡

し
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
、
印
鑑
を
お
持
ち
の

…
二
応
募
資
格

　
　
中
学
卒
業
者
及
ぴ
五
十
年
三
月
㎜

　
　
卒
業
予
定
者
ま
た
は
、
こ
れ
と
…

　
　
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
…

㎜
三
応
募
手
続
き

　
　
願
書
を
在
学
校
長
ま
た
は
安
定
㎜

　
　
所
へ
提
出

…
四
願
書
受
付
期
間

　
　
十
一
月
｝
日
か
ら
十
九
日
ま
で
…

…
五
選
考
日
時

　
　
十
一
月
二
十
七
日

㎜
六
選
考
場
所

　
　
十
日
町
市
公
民
館
（
十
日
町
地
㎜

　
　
区
）

㎜
老
選
考
方
法

　
　
学
科
試
験
及
ぴ
面
接

ド
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・
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一

う
え
次
の
場
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　
t
日
　
時

　
　
九
月
六
日
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
ま
で

2
場
所

　
　
川
西
町
役
場
　
　
（
千
手
地
区
）

　
　
上
野
郵
便
局
　
　
（
上
野
地
区
）

　
　
橘
　
出
張
所
（
橘
・
臼
倉
地
区
）

　
　
仙
田
出
張
所
　
　
（
仙
田
地
区
）

　
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
役
場
の
社

会
課
年
金
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
＋
名
　
㎜

三
＋
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㎜

二
＋
名
　
㎜

三
＋
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㎜
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成人のみなさん

国
民
年
金
へ
の

加
入
は
お
済
み
で
す
か

成
人
式
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た
若
人
が
い
よ
い
よ
大

　
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
こ
と
を
自
覚
し
、
正
し
く
生

　
　
き
ぬ
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
式
典
で
、
当

　
　
　
町
で
は
こ
こ
数
年
お
盆
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
今
月
は
、
こ
の
成
人
式
に
ち
な
ん
で
「
成
人
と
国
民

　
　
　
　
　
年
金
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
二
十
歳
に
な
る
と
、
そ
の
日
か
ら
一

人
前
の
大
人
と
し
て
の
多
く
の
権
利
が

与
え
ら
れ
、
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
が

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一

つ
で
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
政
府
の
行
う
年

金
制
度
の
一
つ
で
、
年
を
と
っ
た
り
、

け
が
を
し
た
り
、
一
家
の
働
き
手
が
死

亡
し
た
場
合
な
ど
に
、
本
人
や
そ
の
家

族
の
生
活
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
に
備
え
て
、
加

入
者
が
前
も
っ
て
保
険
料
を
積
み
た
て

国
も
保
険
料
の
半
額
を
負
担
し
て
、
こ

れ
ら
の
給
付
に
要
す
る
財
源
と
し
て
い

ま
す
。

　
わ
が
国
に
は
、
こ
の
国
民
年
金
を
は

じ
め
厚
生
年
金
保
険
、
船
員
保
険
、
各

種
共
済
組
合
な
ど
八
つ
の
公
的
年
金
制

度
が
あ
っ
て
、
国
民
は
必
ず
ど
れ
か
の

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
し
た
が
っ
て
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど

の
被
用
者
年
金
制
度
の
加
入
者
や
、
そ

の
制
度
か
ら
年
金
を
受
け
る
ご
と
が
で

・
き
る
者
、
こ
れ
ら
の
人
の
配
偶
者
、
昼

間
部
の
大
学
生
を
除
い
た
二
十
歳
か
ら

五
十
九
歳
ま
で
の
人
た
ち
は
、
必
ず
こ

の
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
突
然
な
場
合
に
備
え
て
も
、

年
金
へ
の
加
入
は
必
要
な
の
で
す
。

　
二
十
歳
に
な
っ
て
当
然
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
は
も
と
よ
り
、
希
望

し
て
加
入
で
き
る
人
は
、
本
人
に
と
っ

て
非
常
に
利
益
の
あ
る
こ
と
で
す
か
ら

早
め
に
役
場
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
．

だ
さ
い
。

さ
ん
）
か
ら
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に
座
ぶ

と
ん
二
十
枚
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
ρ

善
意
に
感
謝
し
な
が
ら
、
さ
っ
そ
く
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
が

た
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
倉
の
高
橋
壮
六
さ
ん
か
ら
、
母
カ

ネ
さ
ん
の
死
亡
に
よ
り
一
万
円
、
沖
立

　
ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
被
用

者
年
金
制
度
の
加
入
者
の
奥
さ
ん
や
、

昼
間
部
の
大
学
生
な
ど
は
、
希
望
し
て

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
十
歳
に
，
な
る
と
国

民
年
金
に
当
然
加
入
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
人
や
、
任
意
に
加
入
で
き
る
人
が

出
て
き
ま
す
が
、
若
い
人
た
ち
の
中
に

は
、
ま
だ
ま
だ
年
金
に
対
す
る
意
識
が

う
す
く
、
遠
い
先
の
こ
と
だ
か
ら
と
真

剣
に
考
え
よ
う
と
し
な
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

　
現
在
は
元
気
で
働
い
て
い
て
も
誰
で

も
年
を
と
り
ま
す
。
将
来
の
老
齢
年
金

の
た
め
ば
か
り
で
な
く
、
最
近
の
あ
わ

た
だ
し
い
生
活
で
は
、
い
つ
、
ど
ん
な

事
故
に
あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
、
事
故

が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
す
き
る
わ
け
で

お
盆
に
川
中
の

　
　
プ
ー
ル
を
開
放

　
体
力
づ
く
り
の
い
っ
か
ん
と
し
て
、

川
西
中
の
プ
ー
ル
を
一
般
に
開
放
し
ま

す
。
期
間
は
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で

で
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
、
午
後

三
時
ま
で
で
す
。

　
町
体
育
指
導
委
員
及
ぴ
体
育
協
会
の

人
た
ち
が
監
視
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
す

の
で
、
こ
の
人
た
ち
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
幼
児
や
小
学
校
の
児
童
に
つ

い
て
は
、
必
ず
保
護
者
の
つ
き
そ
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
使
用
料
は
無
料
で
す
。

：笠：
：　口　　：
　　ホ　　　

i思i
iのi
i数i
iかi
iずi

●　　　　　　　　　　　　　　　●

上
野
の
上
村
ふ
と
ん
店
（
上
村
忠
雄

十
五
日
正
午
に
一
分
間
の
黙
と
う
を

ま
す
。
こ
の
日
の
正
午
に
は
、
全
国

い
っ
せ
い
に
一
分
間
の
黙
と
う
を
さ

さ
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

の
数
藤
久
さ
ん
か
ら
、
父
賢
治
さ
ん
の

死
亡
に
よ
り
二
万
円
、
中
央
町
の
南
雲

久
守
さ
ん
か
ら
、
父
亀
二
さ
ん
の
死
亡

に
よ
り
五
万
円
、
い
ず
れ
も
社
会
福
祉

に
役
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
九
十
二
歳
の

　
　
　
沢
ロ
さ
ん
か
ら
も

　
下
平
新
田
の
沢
ロ
キ
セ
さ
ん
か
ら
、

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
五

千
円
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
先
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
作
品
展
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
沢
口
さ
ん
は
高
齢
（
九

十
二
歳
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ

ん
の
作
品
を
出
品
さ
れ
、
そ
の
際
即
売

し
た
お
金
の
中
か
ら
贈
っ
て
く
だ
さ
っ

た
も
の
で
す
。

ヒ財保護よじまった文

こ実状を巡炎天下

　
さ
き
の
大
戦
に
お
け
る
全
戦
没
者

に
対
し
、
国
を
あ
げ
て
追
悼
の
誠
を

さ
さ
げ
る
た
め
、
本
年
も
来
る
十
五

日
に
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ

「

　す

灘

　
町
文
化
財
調
査
審
議
会
で
は
、
先

月
二
回
に
わ
た
っ
て
町
内
の
名
所
、

史
跡
な
ど
の
巡
視
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
町
内
に
は
、
お
よ
そ
五
十
く

ら
い
の
文
化
財
と
称
さ
れ
る
も
の
が

点
在
し
て
い
ま
す
が
、
忘
れ
去
ら
れ
、

う
す
れ
ゆ
く
民
俗
の
歴
史
を
保
存
し

場
合
に
よ
っ
て
は
町
の
文
化
財
と
し

て
指
定
を
し
た
い
と
い
う
ね
ら
い
の

も
と
に
町
内
め
ぐ
り
が
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。
神
社
仏
閣
を
は
じ
め
、
遺

跡
、
凡
字
碑
、
城
跡
の
ほ
か
、
部
落

を
あ
げ
て
離
村
し
た
霧
谷
、
星
名
新

田
な
ど
を
巡
り
、
ま
た
、
室
島
で
は

モ
リ
ァ
オ
ガ
エ
ル
の
生
息
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
須
藤
委
員
長
以
下
藤
本
、
富
井
、

中
条
の
委
員
各
氏
は
、
炎
天
下
に
も

か
か
わ
ら
ず
意
欲
満
々
、
文
化
財
を

追
っ
て
町
内
を
く
ま
な
く
歩
き
ま
わ

り
、
保
護
の
必
要
性
を
口
ぐ
ち
に
と

な
え
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
審
議
会
で
は
、
こ
の
現
状
視
察
を

土
台
と
し
て
、
い
よ
い
よ
文
化
財
保

護
の
活
動
に
の
り
出
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
と
も
す
る
と
破
壊

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
場
も

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
も
保

護
を
P
R
す
る
一
方
、
文
化
財
に
類

す
る
も
の
が
発
見
さ
れ
た
場
合
ご
一

報
を
と
呼
ぴ
か
け
て
い
ま
す
。



（4）第192号（警畿嚴報昆）しにわカ》報広昭和耳9年8月10日

来
年
の
詠
進
歌

お
題
は
「
祭
り
」

　
五
十
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
祭
り
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
詠
進
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
自
作
の
も
の
で
一
人
一
首
未
発
表
の

　
も
の
。

二
、
半
紙
（
習
字
用
半
紙
が
よ
い
）
に
毛

　
筆
で
自
書
の
こ
と
。

三
、
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

　
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面
に
住

　
所
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き

　
）
生
年
月
日
及
ぴ
職
業
を
記
入
。

四
、
詠
進
の
期
間

　
九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
ま
で

孟
、
送
り
先

田
一
番
一
号
、
宮
内
庁
と
し
、
封
筒

に
詠
進
歌
と
書
き
添
え
る
こ
と
。

　
疑
問
点
は
、
直
接
宮
内
庁
式
部
職

あ
て
、
返
信
用
封
筒
（
住
所
氏
名
及

ぴ
二
十
円
切
手
を
は
っ
て
）
を
添
え

九
月
末
日
ま
で
に
照
会
し
て
く
だ
さ

い
。柔

道
部
員
を

　
募
集
し
て
い
ま
す

　
手
分
校
で
、
　
（
当
分
の
間
こ
の
日
程

に
よ
り
練
習
）

昌
、
入
会

　
　
練
習
日
道
場
に
て
随
時
、
　
（
少
年

　
に
つ
い
て
は
父
兄
同
伴
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。
）

三
、
そ
の
他

　
　
少
年
、
学
生
、
一
般
を
対
象
と
し

　
ま
す
。

け
て
く
だ
さ
い

＋
日
町
病
院
、

中
条
病
院

津
南
病
院

上
村
病
院

電電電電
　ハ　ノヘ
　五七二
　）））

一一〇一
　ロみ　　　　　の
一ノ￥一ノ￥
一一八一・

も
し
、
ま
む
し
に

か
ま
れ
た
ら

成
人
式

　
　
こ
と
し
も
十
五
日
に

　
町
の
体
育
協
会
に
柔
道
部
が
発
足
し

左
記
の
要
領
で
希
望
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
体
力
づ
く
り
に
あ
な
た
も
い
か
が
で

し
よ
う
か
。

一
、
　
練
習
日
時
及
ぴ
場
所

　
野
良
仕
事
や
山
に
出
揖
け
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
が
、
　
「
ま
む
し
」
に
は

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
も
し
か
ま
れ
た
場
合
に
は
、
次
の
病

　
恒
例
の
成
人
式
が
、
こ
と
し
も
十
五

日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
成
人
者
は
、
昭
和
二
十
八

年
四
月
二
日
か
ら
、
二
十
九
年
四
月
一

日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
、
男
百
三
十

＝
≡
一
＝
一
≡
≡
＝
≡
≡
≡
＝
一
＝
≡
＝
＝
…
＝
＝

六
名
、
女
百
二
十
四
名
、
合
計
二
百
六

十
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
場
は
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
午
前
九

時
三
十
分
に
開
式
、
新
潟
大
学
教
授
の

玉
井
成
光
先
生
か
ら
「
成
人
に
期
待
す

る
も
の
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
る

ほ
か
、
新
し
い
こ
こ
ろ
み
と
し
て
、
成

人
者
の
代
表
二
名
か
ら
、
は
た
ち
の
感

想
を
発
表
し
て
い
た
だ
く
予
定
が
あ
り

ま
す
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
［
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

総

嘉叛

蕪灘

撫
轟
舗
繹
難
縷
漿
灘
鐵
綴
難
懸

齢槻M齢槻蝋岡槻槻槻槻槻齢槻

鎌

の
威
厳
が
そ
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
一
．
葦
一
一
一
二
1
化

　
　
　
　
　
　
美

　
　
　
　
光
　
題

ぜ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
　
ニ
ニ
ニ

　
こ
ん
も
り
繁
っ
た
ぶ
な
林
、
春
に
よ

し
、
夏
ま
た
よ
し
、
秋
も
ぐ
っ
と
ロ
マ

ン
を
感
じ
さ
せ
る
長
福
寺
の
裏
山
、
こ

の
ほ
ど
町
商
工
会
の
青
年
部
の
方
々
が

多
忙
な
半
日
を
さ
い
て
、
ぶ
な
林
の
大

そ
う
じ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
か
ま
、
ほ
う
き
、
は
て
は
動
力
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
團

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槻

刈
機
ま
で
出
動
し
て
・
町
民
の
い
島

い
の
場
に
と
・
汗
だ
く
の
作
業
で
し
圃

た
・
　
　
　
　
　
　
齢

つ
5
§
§
§
§
§
§
§
き
竃
§
憲
璽
ζ
馨
§
§
§
§
§
ζ
竃
§
§
§
寝
酌

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

清
水
秀
一

金
子
喜
代
子

小
嶋
昌
子

村
越
広
太
郎

隅
田
洋
輔

高
橋
健
太
郎

清柳渡ネ目高
水　 貫馬橋

和浩民里
幸次雄美修

平
野
恵
津
夫
恵
次
郎

北
村
直
也
憲
一

野
澤
尚
美
惣
太
郎

山
岸
　
正
善
｝善太憲次定憲正紀　盛尚家武　秀
一郎一郎司正一義稔郎武和夫猛夫

二長長三長二二三二長長長二二長
男女男男男男男女男男男男女女男

長
男
神
社
町

二
女
岩
瀬

二
女
新
町
新
田

木伊寺栄野

落友尾町口

二
男
新
町
新
田

二
男
栄
町

長
男
下
平
新
田

四
郎
兼

東
善
寺

仁
田

霜
条

総
小
川
三
千
之

村
山
き
み
子

清田田萬小関高
水中中羽林根橋

頒洋正栄捷幸賢
一子喜子治子治

石
塚
恵
美
子

越
ケ
沢

津
南
町
か
ら

仁
田

埼
玉
県
か
ら

中
仙
田

埼
玉
県
か
ら

仁
田

仁
田
か
ら

上
野

高
柳
町
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

長
谷
川
フ
ノ

村
越
福
松

江
ロ
チ
セ

羽
鳥
仁
太
郎

南蔵星数戸江
雲品野藤田口

亀善得賢タヱ
ニ治蔵ニツク

大
白
倉

野
口

小
白
倉

仁
田

小
白
倉

上野沖仁

野口立田

中
央
町

納
税
メ
モ

　
建
物
を
建
築
（
増
改
築
含
む
）

し
た
り
、
土
地
や
建
物
を
取
得
す

る
と
、
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
税
金
は
、
不
動
産
の
取
得

価
格
に
対
し
、
百
分
の
三
の
税
率

で
課
税
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
価

格
は
通
常
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
額
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。

　
取
得
し
た
不
動
産
の
種
類
に
よ

り
控
除
額
も
あ
り
ま
す
の
で
、
該

当
の
方
は
十
日
町
財
務
事
務
所
か

役
場
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　

　
今
月
は
町
（
県
）
民
税
第
二
期

分
の
納
期
で
す
．

七六八四八八七八六七
六八一九七三九七九二

挑－
躍

　
　
　
　
一

　
　
　
か
わ
ビ

　
　
　
　
　
俳
壇

　
　
、
　
太
田
臼
南
風
選

小
白
倉
片
桐
玉
章

騨

○
川
狩
や
若
さ
あ
ふ
る
る
真
っ
裸

○
白
百
合
の
咲
き
か
し
く
た
る
辻
仏

　
歓
声
と
共
に
消
え
た
り
揚
花
火

楓
胴
や
仕
事
つ
か
れ
の
野
良
帰
り

　
天
の
川
い
つ
も
変
ら
ぬ
瀬
の
流
れ

　
子
福
者
の
家
や
七
夕
賑
わ
し
き

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

　
初
な
す
ぴ
今
日
の
日
記
の
筆
頭
に

　
門
川
の
水
増
し
梅
雨
の
ま
だ
つ
づ
く

　
日
焼
け
の
子
居
並
ぴ
プ
ー
ル
開
き
の
日

　
尼
が
庭
し
づ
ま
り
つ
く
つ
く
法
師
鳴
く

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

　
干
物
を
と
れ
ば
城
山
松
茂
る

大
つ
ぶ
の
雨
と
な
り
け
り
遠
蛙

　
雑
踏
の
中
の
草
市
植
木
市

与

’

な




